
「社会福祉法人守破離」への改称の理由 

昭和 49 年に社会福祉法人として創立、保育園経営を始めて以来、来春 4 月で 45

年を迎える。理事長は高齢を迎えて、将来の法人の組織強化を図ることを思えば、

後に続く人たちが本法人の過去の歴史や保育実績を回顧するだけでなく、新しい

時代に合った多様な創意と工夫を入れた法人経営をしてもらいたいという願いが

ある。 

平成の元号が今年の平成 30 年で終わり、新しい元号が来春に決定されることに

なり、新たな時代に本法人の名を改称することは、保育を継続し担っていく次代

の者たちにとっては、保育の歴史を振り返りまた紐解く上で、節目となりわかり

やすくなる。なお、これまでの保育の取り組みを過去の事実を研究し、新しい知

識や見解をひらく機会を設定することも必要であると感じている。 

横浜市から公立保育園の民間移管を受けて、2020年度より横浜市で3園目の施設

が誕生する。本法人から職員３人が園長等の幹部職員として異動することに

なった。 

秋葉保育園は、元号が変わるこの年に認定こども園として移行することが認可

され、「幼保連携型認定こども園」として展開していくことが決定した。 

名は体を表すというが、「顕真会」つまり「真実を顕かにする」という妙妙たる

法人名を本法人の元理事者から授けてもらったが、ただ「真実を顕かにする」に

とどまらず、「真実をどう受け止め」、「どう活かすか」という展開にさせていく

ことも必要である。特に子供の処遇、職員処遇をより向上させるためにも従来の

型を破り、地域にとってかけがえのない施設として躍進してもらいたい。 
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子供への教育と育ち 職員の育ち 本法人の成長 

本法人の幼児期の教育
目標の一つに「人間として
の型を身につける」がある。
3歳あたりから小学校高学
年までに必要なことは、人
として礼儀や挨拶、対人
関係等、最低限必要な礼
儀作法を身に着けることが
望まれる。基本を忠実に守
ることである。 

高校を卒業し大学生にも
なると、精神は大きく変化
し、成長してくるので「個人
と社会の関係」から「世界
の中で自分をどう活かす
か」と使命感を持つことが
重要である。社会人ともな
れば、今まで親や学校で
学んだことから一歩離れ
て、独立していかねばなら
ない。社会に、世界に向
かって人様のお役に立つ
という使命感を持って生き
ていくことが望まれる。 

幼児期から、成長し少年
期や青年期に入ると多く
の友や周囲の環境によっ
て、体も気持ちも変化す
る。中学校になると「個人
と社会」を意識するように
なる。しかし幼児期に習得
した基本を元に新しい礼
儀作法を学ぶようになり、
同時に自己改革もできる
ようになる。幼児期の基本
を応用しつつ新しい生き方
を習得することで基本を破
り基本を乗り越えて社会に
適合した人間としての型を
作って成長する。 

本法人に採用され社会人
として、組織人として仕事
の基本的な業務を習得し
て仲間と協調して社会に
貢献することが望まれる。
仕事の基本を守らなけれ
ば自分自身を活かす道は
開かれないことを悟るように
なる。 

仕事に円熟味が増してくる
と、自分自身と仕事との関
係において、他者からみて
も独特の技能が経験から
滲み出てきて、美しいもので
ある。子供や親への指導に
おける勘所やコツは後輩た
ちに一朝一夕に教えること
のできないものを持つように
なる。基本の型から自由に
なり、保育士としての基本
型から「離れ」自在に立ち
居振る舞いができるようにな
る。 

中堅クラスの職員ともなる
と、若手や後輩の指導もし
なければならない。就職し
た当時に身につけた基本
的な業務マニュアルを活用
しながら自分自身としての
特性や個性を活かした姿
になっていくものである。現
場で起きる場面は、多様で
あり、基本ばかりを守ろうと
すると、結果として基本に
変化をつけて幅を広げてい
かなければ硬直的な運営
になってしまうことに気づく。 
つまり破っていくことで自分
自身を鷹揚な世界に高め
ていくことになる。 
 

本法人が掲揚している保
育・介護の理念、そして保
育・介護の基本方針、社
是五訓を基本にして、法人
の役割と機能を忘れること
なく邁進することが肝要で
ある。常に事業者として、地
域と共同しながら福祉の理
念を誠実に遂行することで
ある。 

地域に根差した法人として
どうあるべきか施設長は常
に考えておかなければなら
ない。子供の保育さえすれ
ば良いという時代は終わり、
保護者への子育て支援や
貧困世帯への対応、DVへ
の対応など、今までの法人
や施設としての対応は変え
ていかねばならない課題は
多くなっている。既存の型を
破って、良い事例を取り入
れ、法人の身の丈に合った
事業の型を作ることによっ
て、職員集団の結束力も
上がっていくものである。 
古き良き時代を回顧するだ
けでは進歩はない。 
 
 

社会福祉法人としての使
命を自覚しながらも、行政
への依存性が強くては民間
としての「独自性」は発揮で
きない。落ちこぼれを出さな
い行政指導の護送船団方
式には辟易しているが、行
政が示したことでしか動けな
いようでは、事業も職員も思
考停止となり事業には停滞
が始まる。「停滞とは後退
である」との認識から法人
草創期から離れた独自の
事業展開を目指し、創意・
工夫・アイデアを生み出す
ことが必要であろう。 
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